




要約 我々はこれまで微生物学的立場から患者血清を用いて既知の微生物に対する抗体価

上昇の有無を調べたが,11 種の細菌,6種のウィルス,クラミジア,マイコプラズマおよびト

キソプラズマに対する抗体価は健康児のそれと有意の差を認めることができなかった。本

症候群が感染症か否かもまだ決め手を欠いているが,今回は細菌学的手法で病原因子の分

離を試みた。未知の微生物の分離を目的とするのみならず平素無害な非病原菌にも着目し,

患者群の細菌叢を調査することも目的とした。対象としたのは,日赤医療センターに入院中

の急性期数病目の患児で抗生剤未使用の者とした。咽頭拭い液と末梢血を採取し培養に供

した。4 例の患者を調べた結果,咽頭からは全体に極めて小数の細菌しか検出できず,いず

れも常在菌の域にあるものであった。α型溶連菌が4例から検出され,ナイセリア属菌が 3

例から検出された。また黄色ブドウ球菌とクレプシェラオキシトーカが各 1例ずつから検

出された。 


